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研究成果の概要（和文）：本研究は，児童期・思春期の双極性障害傾向に関連する心理学的な要因を明らかにす
るために，注意欠如・多動症(ADHD)との併存の問題を含めて検討することを目的とした。本研究の結果は，子ど
もがADHD傾向の評価基準を満たすかどうかによって，双極性障害傾向と自己制御の下位次元との関連性が異なる
ことを示し，また，母親の精神的健康と子どもの双極性障害傾向との関連に異なる影響を及ぼすことを明らかに
した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to elucidate the psychological factors associated with 
bipolarity in childhood and adolescence, including the issue of comorbidity with 
attention-deficit/hyperactivity disorder (ADHD). The results found that there were differences in 
the association between bipolarity and the subdimension of self-regulation depending on whether the 
child met the assessment criteria for ADHD and various effects on the relation between maternal 
mental health and the child’s bipolarity.

研究分野：発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
双極性障害は，単極性のうつ病・躁病と比べると自殺企図率が高く，予後も悪い傾向にあることから，子どもの
双極性障害傾向に関連する心理学的な要因を検討することは一次予防の観点からも重要である。本研究の結果か
ら，ADHD傾向の特徴である不注意や多動行動の徴候の多少によって，双極性障害傾向と自己制御の下位次元との
関連の仕方が異なることが示され，子どもの双極性障害傾向やそれに関わる問題行動の低減のためには，とくに
興味・関心の一貫性を促すような働きかけが部分的に有効かもしれない可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

成人期の双極性障害患者の初発年齢が 10 代の時期である症例も多くみられ，とくに米国を中

心に子どもの双極性障害の症例や論文が急速に増加してきている。たとえば，双極性障害の成人

を対象とした研究では，初発年齢が 18 歳以前の患者が 50–60%，13 歳以前の患者は 15–28%であ

ったことが報告されており(Perlis et al., 2004)，少なくとも患者の半数が 10 代の時期に双極性障

害の徴候がみられていたことが分かる。これらの研究から，子どもの双極性障害に関連する症状

を見逃さないことは，成人期以降での発症の予防にもつながることが期待される。しかしながら，

その診断や評価の難しさから子ども期の双極性障害は見逃されているケースも少なくない

(Scott-Gurnell et al., 2014)。子どもの双極性障害の評価の難しさの理由の一つとして，注意欠如・

多動症(ADHD)との鑑別の困難さや併存頻度の高さが挙げられる(Singh et al., 2006)。これらの問

題から，急速に増加してきた欧米における子どもの双極性障害は，実際以上に多く診断されてい

るのではないかということも懸念されている。したがって，子ども期の双極性障害に関連する要

因を明らかにするためには，ADHD の併存の可能性を含めた検討が必要である。双極性障害は，

単極性のうつ病・躁病と比べると自殺企図率が高く，予後も悪い傾向にあることから(Schaffer et 

al., 2015)，子ども期における双極性障害傾向に関連する心理学的な要因を検討することは一次予

防の観点からも重要である。 

 

２．研究の目的 

本研究では，児童期・思春期の双極性障害傾向に関連する心理学的な要因を明らかにするため

に，双極性障害の脆弱性に関わる要因の一つとして自己制御に着目し，子どもが ADHD 傾向の

評価基準を満たすかどうかによって，双極性障害傾向と自己制御との関連の仕方が異なるのか

どうかを明らかにすることを主な目的とした。また，子どもの環境要因の一つとなる養育者の精

神的不健康が子どもの精神的不健康に与える影響に着目した研究も多数蓄積されてきているこ

とから，母親の抑うつが子どもの双極性障害傾向に及ぼす影響についても検討を行った。 

 

３．研究の方法 

本研究では，児童期・思春期の子ども(9–18 歳)と母親を対象にして質問紙調査を実施した。調

査方法は，本研究の協力依頼に同意の得られた小学校・中学校・高等学校，病院や各家庭におけ

る対面式または郵送で調査を実施した。質問紙調査票は子ども用と母親用をそれぞれ作成した。

主要評価項目の構成は，精神的健康に関する精神医学的尺度(双極性障害傾向・抑うつ症状・

ADHD)，個人内要因に関する内容(自己制御や社会性)などであった。その他に，基本属性として

年齢・性別・家庭の社会経済的背景に関する内容・生活習慣などをたずねた。 

 

４．研究成果 

(1) 児童期・思春期(9–18 歳; 917 名)を対象とした質問紙調査のデータを用いて，ADHD 傾向の評

価基準を満たしているかどうかによって，自己制御の下位次元(努力と忍耐，興味・関心の一貫

性)と双極性障害傾向および双極性障害傾向に関与する諸症状との関連が異なるのかどうかにつ

いて，小学生(4–6 年生)と中高生の発達段階ごとに検討した。その結果，まず ADHD 傾向の評価

基準を超えていない群では，小学生と中高生ともに，自己制御の下位次元である興味・関心の一

貫性が双極性障害傾向および自傷/他害行為傾向との間にそれぞれ負の相関を持つことが確認さ

れた。一方，ADHD 傾向の評価基準を超えている群では，小学生と中高生で異なる結果が得られ

た。小学生では，努力と忍耐が双極性障害傾向および自傷/他害行為傾向との間にそれぞれ負の

相関を持つことが示された。これに対して，中高生では興味・関心の一貫性と睡眠問題との間に

のみ負の相関が認められた。これらの結果から，とくに児童期の子どもの双極性障害傾向の低減



のためには，不注意や多動行動の徴候の多少に応じて，忍耐力あるいは興味・関心の一貫性のど

ちらの側面に比重を置くかを判断する必要があることが示唆された。 

 

(2) 児童期・思春期の子ども(平均年齢 = 13.14, SD = 1.94)をもつ母親 696 名(平均年齢 = 43.73, SD 

= 4.73)を対象に，子どもが ADHD 傾向の評価基準を満たしているかどうかによって，母親の抑

うつが子どもの自己制御を媒介して子どもの双極性障害傾向に及ぼす影響が異なるのかどうか

を検討した。これらの調査研究の主な結果として，自己制御の下位次元である「努力と忍耐」に

おいては，両群ともに，母親の抑うつの高さが子どもの双極性障害傾向の高さと関連する直接効

果は認められたものの，母親の抑うつから努力と忍耐を媒介して子どもの双極性障害傾向への

間接的な影響は示されなかった(Figure 1A)。 

「興味・関心の一貫性」においては，子どもの ADHD 傾向の有無によって異なる結果が得ら

れた。ADHD 傾向の評価基準を超えている群では，興味・関心の一貫性を通じた媒介効果は認め

られず，母親の抑うつの高さが子どもの双極性障害傾向の高さと関連する直接効果のみが示さ

れた。一方，ADHD 傾向の評価基準を超えていない群においては，上記のような直接効果に加え

て，子どもの興味・関心の一貫性が，母親の抑うつと子どもの双極性障害傾向との関連を部分的

に媒介することが明らかとなった(Figure 1B)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，ADHD 傾向の評価基準を超えていない子どもでは，興味・関心の一貫性の高さは，双極

性障害傾向と関連の深い問題行動の一つである自傷行為傾向を低下させる可能性が示された。

これらの結果は，子どもの双極性障害傾向やそれに関わる問題行動の低減のためには，子どもの

不注意や多動行動の徴候の多少を考慮したうえで，母親の抑うつへの対応と同時に，子どもの興

味・関心の一貫性を促すような働きかけが部分的に有効かもしれない可能性を示唆するもので

ある。本研究課題を踏まえて，今後も縦断研究を継続し，子どもの双極性障害と自己制御の関連

性のより詳細な検討や，その他の心理学的な要因の影響についても検討していく予定である。 
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